
































































きた母かくの自殺未遂事件である。それは次のような出来事であっ 東京での暮らしが七、 八年続いたころ、母の心に異変が起きた。彼女は、娘時代 御殿場に行った際にカトリックのハンセン病療養所の近くの畑で患者が働いているのを見 ことがあった。そして四〇歳の更年期を迎え、日々の生活 疲れや心理的に不安定な状況に陥った際に、顔と手にシミの出 のを知って、御殿場で出会った患者から 感染ではないかと疑った である。そのために、 「佐々木家 そんな患者が出て 大変と、遂に死を決して家出してしまった。三日三晩 死場所を求めて歩き廻り、最後に家の近くに戻って来て赤坂の溜池に投身したが、水が深くなかったので目的を達せず、たまたまその近所の人々に救い出され、警察を通し
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体の生活に大きな変化をもたらす原因ともなった。林蔵は、このことが勤務先に迷惑をかけたということから一八九六年一月 内 省土木局 依願退職し、民間の土木会社「大阪土木株式会社」 転職した。また、その翌年、精神的安定を取り戻すため 、妻かくは静岡県清水村の郷里に戻ることになり、二郎以下の兄弟三人もそれに従った（邦は、父と共に東京に残り、中学校段階の通学を続けた） 。東京で小学 年生 終えたばかりの順三の学校遍歴はこうして始まった。 「田舎に帰った三人の子供は、二郎は三島尋常高等 校の高等科一年 、私は清水村小学校二年に編入されたが、義朗は未だ未就学であった」
（8）。
「大阪土木株式会社」に入社した林蔵は、間もなく青森聯隊の兵舎建築 ため 青森支店長として赴任した。彼にとっては、折角 再出発であったが、そのことが起因して、順三はまた、家族のことで辛い思いをする ととなった。聯隊兵舎の工事に不正があると こ か
ら、林蔵がその責任者として検挙され起訴されたのである。この「不正」の内容は、仕様書に示された太さの柱用木材が入手できなかったために、それより細い木材を多数使い代用したということのようであった。



























論英語を教えて居たが、私は二年級までしか在学しなかったので、ウッド先生に教わっただけ ある。 （略）先生は、日本人 師の発音や読み方とちがって（略）これを幾度も繰り返して読ませたと見え、今でもよく覚えて居るのである。こうした発音や読み方は、本場の英語が和製の英語と異なるところで、今でも変りのないこと思う」と順三は書いているから、この授業は彼の英語力の素地を養う一端になったことであろう。
日本貯金銀行の工事を終えた後、林蔵は他のいくつか
の仕事に携わったが、それらも終わってまたも職を失



















日の礼拝や、水曜日の祈祷会に出席していた。そのために、彼は夏休みに大阪に戻って来ても、その習慣を重んじ、日曜日にはよく弟の二郎を誘って近くのメソジスト教会に通っていた。二郎が一人で教会に通い始めたちょうどそのおりに、住居の近くに新しい教 が建てられたので、順三を伴 その教会 出席することとなった。その教会が、聖公会の聖ヨハネ教会であった。
聖ヨハネ教会の当時の牧師は早川喜四郎司祭である。







xploring the Silent Shore of M
em
ory （思い出の静か
なる水辺を探りて） 』のなか 早川 つい こう書いている。 「彼は教区内で最も有能な日本人聖職者 一人で、聖ヨハネ教会での長い司牧期間中に若者 教会に引きつけることに非常に成功しました。彼の影響を通して、我々の若い立派な聖職者とその候補者 何人かが生まれました」
（16）。
二郎は、早川のもとで洗礼を受け、その後、タッカー






／まえがき）と述べている。強い回心経験や精神的渇望などを伴わない いわば自然体の入信であった。それだけに順三のその後の信徒として 歩みは、安定して かも確固たるものであった。
順三は、翌一九〇四（明治三七）年一〇月二七日に、




















































ルズドロッホ氏の生涯と思想』 ）は、カーライルの代表作の一つと見なされるもので、雑誌に連載されたあと、一八三七年に単行本として刊行された。これは、ド ツの哲学者を主人公として、その半生を描いたものだが、ドイツの理想主義の理念を盛り込んだメタフィクションである。矢内原は、先 「新渡戸博士」の中で、 「どう





























赴任は、順三の沼津中学校在学時代の校長 落合寅平の誘いによるものである。前述のように落合は、順三が郷里静岡で沼津中学校への編入を希望した際に、自ら面接を行い、勉学を中断していた彼がスムース 学業生活に戻れるように便宜 図ってくれ 恩師であった。その落合寅平が会津中学校の校長として転任しており、
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会がその組織の根幹を揺るがされる試練 時期であった。一九四〇年に「宗教団体法」が制定され、政府はこれによってキリスト教各派を統合し、そ 統制を強めようとしていたからである。これに対して、キリスト教各派は、自派を単独の教派として認定するように文部省の担当部署 折衝 行っていた。聖公会の場合は、須貝止、佐々木鎮次、野瀬秀敏らの聖職と共に佐々木も信徒の代表としてこの に加わっていた
（26）。この折衝の過








二〇〇四） 。こうして佐々木は寮の責任者と教頭のポストを免ぜられたのである。この辺の事情について 佐々木は後に、立教大学新聞のインタヴュー記事で次 ように述べている。 「丁度私が一高にいた時は校長がのちに文部大臣になつた橋田邦彦先生 私は学生部長というのを仰せつかっ ましてね。 ちに安倍能成先生（現学習院長）が一高校長になった時は学生部長を他人に譲り、それとともに同校の寮を追われてしまいまし 」
（27）。
この記事からは、ことの細かい事情や日時などのはっ
























































竹町というところにあったので、人っ子一人通らない松涛の坂道を下って渋谷駅に近い大向小 校前の交番ま来ると、職務に忠実なお巡りさんから『もしもし大変遅いですがどちらに』と訊問される。 『 者ですが全
寮茶話会がありましたので』というとお巡りさんもよく心得たもので『あ、そうでしたか、御苦労さんでした』といってくれる。こちらも御役目ご苦労と犒いの返答をして漸く帰宅するので った。あの頃はよく働いたものだと思う。 」という回想に続いている。当時の一高へ人々の意識と、それを懐かしむ佐々木の思いが反映されている。なお、一高のキャンパスは、一九三五年に、それまでの本郷の弥生が丘 校地 ら駒場に移っている。右の文章は、その駒場の校地から渋谷の官舎まで徒歩で帰宅する時の様子を描いている。
しかし、佐々木の旧制高校への思いは、単なるノスタ








養學）であることは、極めて明瞭であるが、高等學校が数十年來學問 根據として來たも が、正に一般教養學であつたこ をこ 際特に想起すべきであらう。 
今や、高等學校が過去七十年一貫して求めて來た


















































門学校の教授たちは集まり、大学理事会に提出する以下の五項目からなる決議を採択した。その五項目は、（一）学内における信教の自由、 （二）教授会を中心とする民主主義体制の確立、 （三）学内の反動的空気の一掃、（四）キリスト教的反軍国主義的 主義的教授たちの復職、 （五）学生の自治と福祉の向上を保証する制度の確立、であった。またこれと並んで学生たちも 一〇月三一日に学生大会を開き、須藤𠮷之祐総長事務取扱に対して以下の要求を盛り込んだ決議文を手渡した。 （一）建学の精神の 興 二 文学部の復活、 （三）完全な自治制度による学友会の設立、 （四）
制度
の充実刷新（奨

















































































































のでその頃の記憶は皆無である。ほぼ同じころ、神学院のスタッフとして構内に住んでおられた竹之内瑞男司祭のご息女青木瑞恵さん（当時、小学校入学前の幼女であった）は、 「佐々木順三先生のことは、お優しいお姿をよく覚えています」と、筆者とのメイルのやりとりで語っている。また 後のことになるが 大 で佐々木講師の講義を受講したことのある水谷小枝子さ は、 「私も佐々木先生のキリスト教文学の授業を受けました。時計台の下 教室でした。穏やかな語り口がとても好きでした」 （同）と回想 ている。
私は、一九五三（昭和二八）年四月に立教中学校に入
学した。その入学式の終わったあとで 父に連れられて「旧隣組」の佐々木先生の校宅に、入学のご挨拶に伺った。順三・静江ご夫妻はわざわざ時間をとって下さり、私は入学祝いの万年筆をいただいた。 「初対面」の先生は長身でいかにも穏やかな紳士であ た。交わし 言葉は数語であったが、引っ込み思案の私でも、あまり緊張しなくて済んだよう 思う 入学前の幼女にも「優しい先生」と映り、大学生からも「穏やかな語り口」と け止められた姿や口調は、私の印象と一致している。そ時以来、行事の時に遠くから眺める以外には、日常の学校生活でも先生と接する機会は全くなか た。従って、先生と言葉を交わすこともなか あの温容迫らざ
る姿はずっと脳裏に残っていた。
ごく最近、小学校からの立教の卒業生で、私が立教新
座中高校々長時代に、父母の会の会長を務められた麻田恭一さんから、小坂井澄著『評伝佐々木邦』をお借りした。かつて「トム君サム君」 「苦心の学友」など、邦の作品を読んだことがあり、その懐かしさもあって、私はその本を一気に読み通した。この本に書かれ ることは、邦のことについ 初めて知る ばかりで興味深かったが、それとともに、その名がしばしば登場することから、脳裏に残っていた順三氏の姿が大きく浮かびあがったのである。 して、戦争直後 大変な時期 総長を務められたその足跡を追ってみたいと考えた。それが本論を書くに至 経緯である。
この小論を書いて、あの厳しい時代に佐々木順三氏を
総長に迎えることができ ことは、立教学院にとって最適の人事であったこ を強く感じた。佐々木先生は、立教への赴任を「神の召命に応えるため」と述べられたが、それは、先生個人の事情 超え 、 「立教 とっての召命」であったように思えるの ある。
いつものことながら、この小論を書くためにいろ ろ














行なわれたこ を示す資料は残されておらず、関係者縁故者による推薦による選定ではないかとのことである。（5） 【担当分野】大工の枠はすでに満杯で、林蔵は、室内装飾を担当した。ベルリンで、金箔、石膏による室内装飾、オーナメント（模様）などの各部門の職人のもとで修業をしたほか 夜は理論的勉強も行なった。 松井
　
二〇一四／五四頁）
（6） 【議事堂】林蔵が携わった議事堂建築は、ドイツ人建築家アドルフ・ステヒミューラーおよび臨時建築局技師吉井茂則の設計 より施工され、議会召集日直前に竣工した。その議事堂で一八九〇（明治二三）年一一月二九日に貴族院議場 開院式が行われ、第一回帝国議会が発足した。








































































































いる。（10） 【邦の学校歴】邦は、鞆絵小学校、同高等小学校を卒業後 正則中学校、海軍予備校 後の海城中学校） 、早稲田中学校を転々としたが、早稲田中学校在学中に肋膜炎を患い、約二年間学校から離れていた。その期間の散歩の折にたまたま青山学院前を通り、その赤レンガ、白亜の建物に魅せられ、また外国人教師から べることを期待して、同校への進学を決めた。更に、慶応義塾大学理財部予科、明治学院高等部に在籍し学んだ。






















lings 】 （一八六八～一九三三年） 。ＣＭＳ派遣
の宣教師。在日期間一九〇一～三三年。一九一八（大正七）年九月～











ucker 】 （一八七四～一九五九年） 。アメリカ聖
















リスの評論家、歴史家。ドイツ文学を研究し 特にゲーテに傾倒した。宗教的懐疑や、産業主義 もたらす社会問題 悩ん が、ドイツ哲学の影響によって煩悶から抜け出し といわれている。 （ブリタニカ国際大百科事典による）
（19） 【新渡戸とサーター・リサータス】新渡戸稲造は札幌農学校の二期生で内村鑑三と同期であったが、その前後、眼病の悪化、それに伴う勉強への焦り、母の急死などが重なり、鬱病に陥った。内村鑑三からの激励の手紙が立ち直りのひとつのきっかけとなり、さらに療養を続けた。彼は、内村らとともに、アメリカ・メソジスト教会の宣教師メリマン・ハリスから洗礼を受けていたが、そのハリス 横浜で再会し、そのさいに『サーター・リサータス』を譲り受けた。この本は稲造の鬱病を克服する契機となり、やが は稲造の愛読書となり、彼はこれを生涯にわたって幾度となく読み返した。
（20） 【会津中学校】同校は会津藩藩校日清館の流れをくむ旧制公立中学校で、現在の福島県立会津高等学校の前身である。












る。なおその回想によれば、政府側の当事者 る文部省の宗教局長が、八高での佐々木の教え子であった。須貝（聖公会神学院長・南東京教区主教） 、 々木鎮次（中部地方部主教を経て、東京教区主教） 、野瀬（東京教区司祭）は、後 いずれも逮捕収監された。須貝、佐々木はそのために死期を早めた。（27） 【寮からの退去】立教大学新聞
 
一九五五年九月五日「私の回顧
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